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般 教 育 論 集 』(愛 知 大 学 教 養 部)9月30
日
〔伊 東 利 勝 所 員 〕
「朝 鮮 人 の ま ち 豊 橋 一 大 正 お よ び 昭 和 初
期 在 日 朝 鮮 人 の 人 ロ ー 」 『愛 大 史 学 』 第
6号,3月
〔江 口 圭 一 所 員 〕
「盧 溝 橋 事 件 ・南 京 大 虐 殺60周 年 と 歴 史
認 識 」(部 落 問 題 研 究 所 編 刊)『 「自 由 主
義 史 観 」 の 本 質 』11月20日
〔大 礒 義 雄 所 員 〕
『芭 蕉 と蕉 門 俳 人 』 八 木 書 店 ,3月26日



















〔北 野 信 彦 研 究 員 〕
「近 世 出 土 漆 器 資 料 の 保 存 処 理 に 関 す る
(2)
問題点 ・皿一文献 史料 か らみた赤色系 漆
に使 用 す る朱 の 製法 につ い て一 」 『文 化
財 保存修復 学会誌』 第41巻 文化財保存
修復 学会,3月25日
「汐留 遺 跡 出 土 漆 器 資料 の製 作 技 法」
『汐留遺跡1』 東京都埋 蔵文化財 セ ン タ
ー,3月30日
「溜池遺跡 出土漆器資料 の材 質 と製作技
法」『溜池遺 跡』都内遺跡 調査会 ・総 理府,
3月30日
「文 献史料 か らみ た近世 蒔絵漆器 につい
て」 『元興寺 文化 財研 究』No.61働)元興
寺文 化財研究所,5月30日
〔木 山 実所 員〕
「貿 易商会 の設 立 とそ の挫折一 三井 物産
との比 較 も含 めて一 」 『経営 史学』3月
〔沓掛俊 夫所 員〕
「中部 地方領家帯 の三都橋花 こう岩体 の
地球 化学的研究(そ の3:希 土類 とア ク
チ ノイ ド元素)」 『愛知大学綜 合郷土研 究
所紀要』42輯,3月20日
「琵琶湖 周辺の花 こう岩質岩体一 その4




























ネス ・インサイ ト』第5巻 第1号,3月
25日





























一 豊 川 ・霞 堤 の 研 究(そ の3)」 『愛 知 大
学 綜 合 郷 土 研 究 所 紀 要 』 第42輯,3月
「「花 祭 論 」 を め ぐ っ て 」 『花 祭 論 』 岩 田
書 院 所 収,3月
『経 済 地 理 学 の 成 果 と課 題 』 第5集 ,大
明 堂,10月
「渥 美 半 島 と伊 勢 を む す ぶ 歴 史 的 ネ ッ ト
ワ ー ク 」 『渥 美 ・伊 勢 地 域 交 流 事 業 報 告
書 』9月
「三 遠 南 信 地 域 星 座 論 」 『三 遠 南 信 ネ ッ
ト ワ ー ク』 新 葉 社 所 収,7月
「三 遠 南 信 地 域 に か っ て の 統 合 機 能 を一
飯 田 線 の 活 性 化 と の 関 連 に お い て 一 」
『三 遠 南 信 ネ ッ ト ワ ー ク 』 新 葉 社 所 収 ,
7月
「都 市 化 と 土 地 条 件 一 豊 川 下 流 域 を 中 心
に 一 」 エ コ 通 信,5・6合 併 号,8月











『と り も ど そ う 豊 か な 海 三 河 湾 一 「環
境 保 全 型 開 発 批 判 」』 監 修 ・著,312頁,
八 千 代 出 版,8月5日















「建設省 ・水 質源開発公 団 の資 料か らみ
た ゲー ト閉鎖 後の水 質の変化」 『水情 報』
17(11):9～11,11月15日
「深 い湖 の謎,"滋賀 の人 と自然 を語 る"」
第1章,吉 良竜 夫,熊 谷 道夫 と座 談,2-27,
『ぎ ょうせい』(滋賀 県企画),3月27日
「湖畔 にて,"特集 ・諏訪湖",山 崎壮一一
と対談」 『地域 文化』(八 十二文化 財団)
No.41,16～20,7月1日
「長江 ・三峡紀行」『みず』21号,20--27,





Ecosystem"」奥 田節 夫,山 室真 澄 と共著,
『陸水 学雑誌』,58,215～217,6月
「市 川 新著"多 摩 川:そ のエ コバ ラ ン
ス"一 都市 と河川環境 の均衡 をめ ざ して
一 」 『月刊 下水道』20巻12号,88,12月
(自薦)"三 河 湾"一 三 河湾 の 再生 を願
って何 をなすべ きか一」 『週 間金 曜 日』
199号,12月12日
〔堀 井令以知 所員〕
『比較言 語学 を学 ぶ 人のため に』 世界思
想社,3月20日
『決 ま り文句語源 辞典』 東京堂 出版,9
月25日
「語 源 をた どる(1トエ セ語源説 と科学 的
な語 源研 究」 『月刊 日本語』 アル ク社,
4月1日
「語 源 をた どる(2>一地域語(方 言)と 語
源 研 究」 『月刊 日本 語』 ア ル ク社,5月
1日
「語 源 をた どる(3)一語源研 究 を 日本 語教








































「エル ・ニーニ ョと日本 の自然災害」
『災害の研究』28巻,3月31日
『気候地 名 をさ ぐる』 学 生社,1月31日
「千葉 県 の花 の栽 培 と気候 」 『環境 情 報
研 究』5,4月30日
『中国 の砂 漠化』愛 知大学 文學 会叢書1 ,
5月29日




「作 歌 のための文法63～69ト確認 の助 動
詞 「き」 「つ」一 」 『南国短 歌』 南 国短歌
社,1月 ～2月
「渥美半 島言語地 図集(解 釈 編)一 その
H(16～40)」『愛 知大学綜 合郷土研 究所
紀 要』 第42輯,3月20日





る妹 を憎 くあ らば一」『東海愛知新聞』
東海愛知新聞社,6月1日
「高知県幡多郡佐賀町伊与喜方言アクセ

















〔中部の環境 を考える会,三 河湾の再生 を

























































































〔第1回 長 良川 に係 る ヒア リング,環 境 庁
水質保全 局(公 開)〕「長 良川の水環境 に
係 る認識 と課題 及び長良川河 口堰 に係 る
検討課題 につ いて」3月17日
〔中部 の環 境 を考 える会主催"三 河湾 の再
生 を考 え るシンポ ジウム"〕司会,豊 橋 市,
6月21日
〔シ ンポジ ウム 「長 良川河 口運用 か ら2年,
その被害 と現状 を考 え る会 ・公 共事業 チ
ェ ック機 構 を実現 する議員 の会他主催〕
「ゲー ト閉鎖で水 質 にどんな変化が起 き
たか」7月7日
〔初任 行政 研修(1種 試験 合格者)「 行 政
政策史」〕 「長良川河 口堰の水 質一 そ の予
測 と現状 」7月9日,人 事 院公 務員研修
所
〔放 送大学 ・京都地域 学習セ ンター面接授
業〕 「水 環境 を考 える」7月12・13日
〔長 良川 フ ォー ラム〕 「建設 省 ・水資 源 開
発 公 団の資料か らみたゲ ー ト閉鎖後 の水
質の変化」11月3日,郡 上八幡
〔招 待 講 演〕"MikawaBay,causesof
heavyeutrophicaionandthewaytore-
coverfromit-acasestudy-"11月11
日 安 山,韓 国 海 洋研 究 所;11月12日
馬山,慶 南 大学環境科 学科
〔鈴木 源一郎研 究員〕
〔NHK文化 セ ミナ ー〕 「神宮 徴古館 と神宮
美 術館 について」1月11日
〔NHK文化 セ ミナー〕 「『古事記』 と神 々」
毎 月第一土 曜 日
〔武 田圭太所 員〕





























































































〔岡崎歴 史と文学の会〕 「額田王の恋 とそ
の歌一 「紫のにほへる妹」一」4月3日
やまとたける
〔蒲郡市民教養講座〕 「倭 建 と尾張の





























〔ネパ ー ル ・カ トマ ンズ ヒマ ラヤ周辺食 文
化 お よび 自然環境 調査〕5月6日 ～17日,
ネパ ール ・カ トマ ンズ ヒマ ラヤ
〔文部省科研 費 ・基盤研 究費(C):「 出
土色漆 の退 色現象 の把 握 とその保存 に関
す る基礎 的研 究」調査 〕1月 一r12月,全
国各埋蔵文 化財 セ ンター等
〔沓掛俊夫所 員〕




〔琵琶湖周辺 の花 こ う岩類の地 質調 査〕8
月17日～19日,滋 賀 県田上地域
〔三河地方領 家帯 のはんれい岩体 の地質調
査〕11月27日,愛知 県富山村
〔鈴 木源一郎研 究員〕
〔旧鳥羽藩 の八 王子 ・天 王 ・神 明 ・八幡 各





日,6月1日 ・19日,7月3日 ・5日 ～
6日,8月2日 ・16日～17日・23日～24
日 ・26日,9月6日 ～7日,11月8日 ・
27日・30日,12月6日～7日,安 城 市,

















































北京 ・ハルビン ・長春 ・藩陽 ・大連









































場 所:伊 勢 「おかげ横丁」 と 「斎宮歴史
博物館」などの見学
日 時:1997年9月9日






















































































〔事 務 局〕 神藤 幸子
一212一
